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テーマ選定

企業間、工場間で製造進捗情報が適時に精度の良い
情報として得られていない。

発注側：どの部品（製品）が何時、幾つ出荷される
のか？（入荷するのか？）を正確に知りたい。

受注側：どの部品（製品）が何時、幾つほしいの
か？を正確に知りたい。

受発注の契約が完了していても、諸々の変動により契
約納期と実際の納入日に乖離が生じる。納入日の変
更毎に再契約することは現実的ではなく、都度の納入
日や数量の調整をすることで対応している。
⇒不効率な業務、工数の増大

情報共有の仕組みは揃っているハズなのだが・・・
適用に至るまでの障害を確認して取り除いていく。
⇒受発注両側面からメリットを最大化する。

背景/困りごと

シナリオ概要

受注生産型製品の構成部品を対象として、受発注さ
れた部品の製造進捗を取り扱う。（予定）

対象とする工場や設備/部品

お互い（受注側、発注側）、工程の進捗や在庫量が見
えると良いのだが・・。

工程の進捗や在庫量を見るのに時間やお金をかけたく
ない。（簡易で安価）
⇒CIOFがあるじゃないか！使ってみよう！！

目指す姿

ITリテラシーが低いと思っている方でも大丈夫！！

＜大型コンプレッサー＞
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問題の発見と共有

・受注側、発注側のお互いの工程進捗をCIOFで共有（Step1）
・品質管理データもCIOFで共有し、遠隔検収を可能とする（Step2）

AS-IS TO-BE

発注側の調達部
門において、納
期調整の業務負
荷も多い。 納期変動による部品の滞留を助長しないために、完成品に

対して速やかな検収と電子決済（デジタル通貨で）を行いたい。

属人的な調整業務を伴う工程管理を行っている

：STEP1 ：STEP2
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課題設定

ビジネスエンジニアリング殿提供のmcframeベースのアプリケーションを使用する。

１、サンプルデータを用いたプレ検証（接続テスト）を行う。
２、関係会社の協力を得て実データを接続する。
３、効果の確認（定性評価、定量評価）
実施過程において導入手順のマニュアル化を見込む

実証実験の計画

ソリューションの概要（展望）

実装方針
ERPを直接に繋げるのは後の課題として、データを一度社内
ネットワークの外に出して利用する。

単純なプロセスで考える


